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	２．計測方法
	３．結果
	結果は次の通りであった
	昨年から、GRAILより鮮明な画像が得られるLROのデータを用い、直径が1km～20kmのクレーターを対象として比較検討をおこなっている。またグラフについては、縦軸は累積個数、横軸はクレーターの直径とし、それぞれ常用対数をとって両対数グラフとした。
	図1,図2,図3においては概ね２つの推論と一致する結果が得られたものの、図4の比較では、小さい平底クレーターの出現数に関して「表側の海」より「裏側の海」の方が若干多いという、推論(１)と矛盾する結果となった。
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